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審 査 の 要 旨 
【批評】 
 当該博士論文は、下肢機能障害の運動機能改善と車いす使用者を対象として、自立拡張という観点
から、身体機能の改善と日常生活における自立生活支援を両立させることができる従来にない立ち座
り型サイバニックシステムを提案・開発している。また、クローヌスを有する下肢機能障害者・両下
肢麻痺者に適用することで、学習システムとしての適用可能性・有用性を示すとともに、臨床的には
従来はほぼ不可能とされたクローヌスを大幅に低減できる可能性があることを実例で示すことに成
功している。更に、２次元移動に限定されている車いす利用者に対して、提案・開発された立ち座り
型サイバニックシステムにより立位状態（３次元）での作業を可能とすることも実現している。工学
的にも、医学的にも、社会的にも有用かつ学術的な研究として評価でき、人－機械－情報系の間での
情報的・物理的なインタラクションに関するサイバニクス研究領域を拡充させる研究としても評価で
きる。 
 
【最終試験の結果】 
 平成２９年８月７日、システム情報工学研究科において、学位論文審査委員の全員出席のもと、著
者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、学位論文審査委員全員
によって、合格と判定された。 
【結論】 
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分
な資格を有するものと認める。 
 
 
